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件名 「第 30回 全国山城サミット朝来大会」竹田城跡を包む和のあかり 

 

１１月１８日（土曜日）、１９日（日曜日）開催、第 30 回全国山城サミット朝来大会にて次のラ

イトアップイベントを開催します。 

 

◆ 「天空のあかり」竹田城跡の特別ライトアップ 

会場：竹田城跡  時間：１７：００開始 ２１：００終了 

内容：北千畳を中心に配置された、和の灯りによるライトアップを実施 

 

⚫ 竹や和紙を使ったライトアップ 

⚫ 竹田小学校の生徒が作ったランプシェードをポイントに設置 

⚫ ひょうたん作家の「a-poa-po（アーポアーポ）」さんが「ひょうたん」でアートな灯

りを演出 

 

※１８日（土曜日）シャトルバスを運行 

竹田まちなか駐車場→竹田城下町駐車場→山城の郷→中腹駐車場 

 マイクロバス ８台 １７：００から２１：００に周回 

 

 

 

 

連絡先 

朝来市産業振興部観光交流課 079-672-4003 kankou@city.asago.lg.jp 

（一社）朝来市観光協会   079-668-9177 info-ata@piano.ocn.ne.jp 

 

 



朝来市・竹田城跡にて、11 月 17 日（金）18 日（土）19 日（日）にライトアップをします。

竹田小学校の子どもたちが但馬の伝統工芸「柳行李」のワークショップで作り上げた作品を城内に設置。

幻想的な空間が夜の竹田城跡を灯します。

主催 / 朝来市の第３０回 全国山城サミット朝来大会の同時開催企画「天空のあかり」を

朝来市地域おこし協力隊でデザイナーの崎山祥と

豊岡市地域おこし協力隊で柳行李職人の加藤かなるがタッグを組みプロデュースします。

初めにデザイナー崎山が考えたテーマは「結（ゆい）」。この言葉は農村社会に古くからある慣行で、屋根の葺き替

えや田植えなどの大きな作業のとき、地域のみんなで協力しあってやり遂げる、といった仕組みのことです。この

言葉は地域関係なく、人として、心として大切にしたい考え方だと思います。近年、地域でも忘れがちなこの心を、

改めて考え直したい。

そこで、今回のライトアップデザインでは、単に綺麗な空間を作るだけではなく、たくさんの人たちを繋げ協力し

あい、自らの手で作品に関わってもらうことで一つの空間を作り上げたいと構想。それにより、たくさんの「結」

の精神を、竹田の町に灯したいと考えました。

そのような想いのもと、まず伝統工芸のワークショップをしている職人の加藤とタッグを組みました。さらに、多

くの地域の子どもたちにイベントに関わってもらうため、ライトアップ専用の子ども向けワークショップの作品を

開発しました。

地域の「繋がり」・助け合いの「心」を竹田に灯す

コンセプト

イベント概要

小学生による伝統工芸ワークショップ作品を

約 200個設置し、夜の竹田城跡をライトアップ

名称：竹田城跡ライトアップ「天空のあかり」（第３０回 全国山城サミット朝来大会の同時開催企画）

日時：11 月 17 日（金）18 日（土）19 日（日）１７：００～２１：００

場所：竹田城跡 ( 兵庫県朝来市和田山町竹田古城山 169 番地 )　入場料 500 円
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